
【会話型バーチャルヘルスケアアシスタント】  NextIT 

 

①要約： 

このアイデアは、医療分野に特化した会話型バーチャルヘルスアシスタントであり、患者

との対話を通じて医療情報やアドバイスを提供するチャットボット AI ロボットです。この

アシスタントは高齢者にも使いやすく設計されており、医療情報の複雑さや難解さに対応

するための工夫がされています。また、精度の高い自然言語処理 AI と医療データベースの

組み合わせにより、個々の患者に適した回答やサポートを提供します。 

 

②目的： 

このアイデアの主な目的は、医療分野における患者の自己管理の支援や情報提供を行うこ

とです。会話型のバーチャルアシスタントを通じて、患者が医療情報や健康管理に関する

質問を簡単に行い、適切なアドバイスや指導を受けることができます。また、高齢者を対

象とした使いやすいインターフェースや予測可能な選択肢の提供により、より簡単にアシ

スタントとの対話が可能となります。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、医療分野に特化した会話型バーチャルヘルスアシスタントとい

う独自のコンセプトにあります。医療情報やアドバイスの提供において、高齢者のニーズ

や医療データベースの活用を考慮した設計が行われています。また、自然言語処理 AI や予

測可能な選択肢の提供など、より使いやすく効果的な対話を実現するための新しいアプロ

ーチが取られています。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、医療分野における専門的な知識と技術の組み合わせによる特許

保有企業との連携です。特許を持つネクタイ T 社は、医療分野の自然言語処理 AI や Q&A

システムに強みを持ち、多様な医療情報に対して的確な回答を提供できる技術を開発して

います。そのため、このアイデアは他の企業との差別化と独自性を持っています。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、医療分野における患者の自己管理や情報提供のニーズに応えることか

ら、経済的な価値を持ちます。患者が病院への訪問や医療従事者への問い合わせを減らす

ことができるため、医療費の削減や効率化に寄与することが期待されます。また、高齢者

の健康状態や生活習慣の改善を支援することで、予防医療や健康増進の分野でも経済的な

効果が期待できます。さらに、特許保有企業との連携により独自性を持ち、競争力の強化

やビジネス拡大の機会を創出することも考えられます。 



【見守りシステム】  Catalia Health 

 

①要約： 

このアイデアは、ロボットを使用して患者の見守りを行い、遠隔で健康状態を監視すると

いうものです。患者が病院に入院せずに普段の生活を送りながら、医療機器や IT ツールを

利用して医療ケアを受けることが可能となります。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、高齢者の増加に伴い病院入院が困難な場合にも、適切な医療ケア

を提供することで健康状態の監視と管理を行い、患者の回復を支援することです。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、ロボットを介して患者の見守りを行い、遠隔で健康状態を監視

するというアプローチにあります。従来の方法では患者は病院に入院する必要があり、自

宅での生活が制約されていました。しかし、このアイデアを実現することで患者は自宅で

過ごしながらも必要な医療ケアを受けることができます。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、ロボットを使用して患者の健康状態を監視するソリューション

を提供する点にあります。ロボットはモニターや音声などを通じて患者と対話し、投薬計

画の遵守や症状管理などをサポートします。また、緊急の場合には医師とのオンライン接

続も可能となり、患者の安心やケアの継続性を確保します。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、患者の回復支援や医療コストの削減に寄与する経済価値を持ちます。患

者が自宅で健康状態を管理できるため、病院での入院コストや通院費用の削減が期待され

ます。また、投薬計画の徹底により、費用の無駄を減らし、患者自身の回復への影響を軽

減することも可能となります。さらに、このアイデアを実現する技術やサービスを提供す

る企業には高収益をもたらす潜在的な市場も存在します。 



【ディスプレイデバイスに接続するシングルポイントデバイス】  American Well 

 

①要約： 

このアイデアは、遠隔での監視や診断を簡単に行うためのデバイスであり、カメラ・通信

モジュール・マイクが付いており、テレビに接続することで使用できます。このデバイス

は高齢者などに向けて、オンラインでの予約や診断を簡単に行えるようにすることを目的

としています。また、病院との連携や患者の情報の取得など、医療業務を効率化すること

も可能です。このアイデアは、Google との提携によって AI を活用し、翻訳や医療業務の

自動化を実現することも考慮されています。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、遠隔での監視や診断を簡単に行える環境を提供することであり、

特に高齢者に対してオンライン診断の利便性を向上させることを重視しています。また、

病院との連携や医療業務の効率化を図ることで、医療従事者の負担軽減と患者への的確な

対応を実現することも目指しています。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、カメラ・通信モジュール・マイクが一体となったシングルポイ

ントのデバイスをテレビに接続することで、簡単に遠隔診断が可能となる点にあります。

また、Google との提携によって音声 AI や翻訳機能を活用し、医療業務の効率化を図ると

いう点も新しいアプローチです。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、デバイスのシンプルさと使いやすさにあります。テレビにデバ

イスを接続するだけで、病院との連携や患者の情報の取得が可能となるため、高齢者を含

む患者側にとっても使いやすい環境を提供します。また、病院側もデバイスを配置するだ

けで簡単にオンライン診断に対応できるため、効率的な医療サービスの提供が可能となり

ます。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアの経済価値は、医療業界における効率化と利便性の向上による効果が期待さ

れます。オンライン診断の普及により、患者の診察手続きの簡素化や病院の待ち時間の短

縮が可能となり、医療機関の業務効率が向上します。また、病院との連携や医療データの

自動化によって、情報共有や診断の高度化が実現し、診療品質の向上と効果的な医療提供

が可能となります。これにより、医療機関のコスト削減や患者の満足度向上に繋がる経済

的価値が生まれます。 



【遠隔医療スケジューリング】  United Health 

 

①要約： 

このアイデアは、2009 年頃に始まったオンライン診断を進めるために開発されたもので、

遠隔の医師と患者の画面を共有することで診断レベルを向上させることを目的としていま

す。医療分野での画面共有の先駆けであり、診察や治療を遠隔で行うことができます。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、医師の説明が伝わりにくいという問題を解決し、遠隔診療におけ

る診断レベルを向上させることです。遠隔医療において、医師と患者の間で情報共有や診

察をスムーズに行い、患者により良い医療を提供することを目指しています。 

 

③新規性： 

このアイデアは、2009 年頃には既に画面共有やオンライン診断が一般的になっていた現在

の時代に先駆けて開発されたものです。医療分野において、遠隔で医師が患者を診察し、

診断や治療に必要な情報を共有する手法は、当時革新的であり、画面共有を利用すること

で医師と患者のコミュニケーションを向上させました。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、医療分野において早くから遠隔診療に関心を持ち、画面共有を

活用することで診断レベルを向上させる新たな手法を開発した点にあります。また、医療

機器の遠隔制御やその操作に伴う治療を行う能力も特徴的であり、これによって患者に遠

隔での高品質な医療を提供しています。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアには経済的な価値もあります。遠隔診療は、病院に来院する必要がなく、時

間や交通費などのコストを削減することが可能です。また、ユナイテッドヘルスの 24 時間

バーチャル visit サービスは、病気や症状に対していつでもオンライン診断を受けることが

できるため、利便性が高く、保険に加入している人々にとって便利なサービスとなってい

ます。 



【ウェアラブル医療監視、治療装置を構成するためのシステム】  Zoll Medical 

 

①要約： 

このアイデアは、心不全の治療を目的としている医療デバイスに関するものです。主な機

能は、遠隔で治療を行うための装置であり、心臓の電気的なショックを与える治療を行い

ます。また、睡眠障害や他の病気もモニタリングする機能も備えています。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、心不全や他の病気の治療を支援するための医療デバイスの開発で

す。遠隔で治療を行うことにより、患者の負担を軽減し、症状を緩和することを目指して

います。 

 

③新規性： 

このアイデアの特徴的な点は、心不全の治療において遠隔で治療を行うことです。また、

多様なセンサーを使用して心拍や体温などの情報をモニタリングし、患者の状態を管理す

ることも特筆すべき点です。 

 

④独自性： 

この会社は、心不全の治療に関する特許を数多く保有しており、その中でこのデバイスを

利用したさまざまなソリューションを提案しています。特に、セキュリティに関する特許

は、医療器具の安全性を高めるために重要であり、他社との差別化を図る独自の要素とな

っています。 

 

⑤経済価値： 

心不全は世界的な健康問題となっており、治療に関連する市場は成長しています。このア

イデアにより、心不全の治療装置市場で競争力を持つことができ、売上の増加や企業価値

の向上が期待されます。また、セキュリティに関する特許は、医療デバイス市場全体にお

ける需要増加に対応し、顧客の信頼を獲得する上でも重要な要素です。 



【適応健康モニタリング】  Plethy 

 

①要約： 

このアイデアは、筋肉と骨格を鍛えるためのデバイスとサービスを提供する同社の新しい

商品です。センサーが付いたデバイスをスマートフォンのアプリと連携させ、運動を記録

し、ユーザーに適切な運動メニューを提案することで、関節の動きや健康状態を管理する

ことができます。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、筋肉と骨格の健康を維持し、関節の動きや体のバランスを改善す

ることです。このデバイスとサービスを利用することで、適切な運動習慣の形成や病気や

怪我の予防が可能となります。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、センサーを使ったデバイスとスマートフォンのアプリの組み合

わせによる関節の健康管理方法です。他の類似商品と比べて、センサーが患者の運動を記

録し、アプリが適切な運動メニューを提案するという独自の機能があります。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、関節の健康を維持するために必要な情報を総合的に提供するこ

とにあります。センサーが記録する運動データやアンケートの回答を元に、医師や専門家

が患者にアドバイスを行うことができます。また、独自のスコア化システムにより、患者

の健康状態を可視化することも可能です。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアの経済価値は、関節の健康管理や予防ケアの需要が高まっている現代社会に

おいて、広範な市場ニーズを満たすことができる点にあります。また、医療機関やリハビ

リ施設との連携も可能であり、その需要の高まりからビジネスチャンスが広がる可能性が

あります。さらに、デバイスの販売やアプリの使用料など、複数の収益源が見込めること

も経済的な価値を持ちます。 



【健康治療介入の提供方法】  Ginger io 

 

①要約： 

このアイデアは、心理的疾患に対するオンラインの医療支援を提供するために、生体情報

デバイスやスマートフォンを活用した AI モデルを使用しています。患者と医師が遠隔で対

話し、生体情報や治療履歴などを入力することで、AI が適切な治療介入を提案するシステ

ムです。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、心理的疾患の治療を効率化し、アクセスの困難な地域や時間の制

約のある患者にも適切な支援を提供することです。また、AI の活用により、医師の負担を

軽減し、コスト効果の高い治療を実現することも目指しています。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、心理的疾患に対する治療支援に AI と生体情報デバイスを組み

合わせる点にあります。従来の治療では、医師による直接的な対話や診断が主でしたが、

このシステムでは AI が患者の状態を監視し、適切な介入を提案することでより効果的な

治療を実現します。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、AI が患者と遠隔で地理対話し、生体情報を解析して適切な治療

介入を提案する点にあります。また、治療介入のプログラムとして視覚や聴覚、味覚、嗅

覚などを活用して患者の心理的なリラックスを促す部分も独自的です。これにより、従来

の治療方法にはない個別のケアが可能となります。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアの経済価値は、効率の良い治療を実現することで、医療コストを削減するこ

とにあります。また、地理的な制約を受けずに患者が治療を受けることができるため、医

療のアクセス性を向上させる効果も期待されます。さらに、AI による適切な治療介入の提

案により、治療の効果や患者の健康状態の改善が見込まれ、結果的に医療費の削減に繋が

る可能性もあります。 


